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１．背景と目的 

 近年，スマートフォンやタブレット端末等のタッチ

スクリーン端末が一般の健常者の間で普及してきてい

る。今後は，キーボードインタフェースを持つ PC等

の端末の代わりにタッチスクリーン端末が普及してい

くものと予想されることから，視覚障害者のタッチス

クリーン端末利用時のアクセシビリティの確保が課題

となっている。これまでの研究では，視覚障害者のス

マートフォン・タブレット端末の利用状況とニーズの

調査を実施した。調査の結果，視覚障害者向けにタッ

チスクリーン端末操作を指導する講習会実施のニーズ

や触覚的手がかりを利用して操作するインタフェース

のニーズがあげられた。 

 本研究ではこのようなニーズに対処するために，視

覚障害者向用マニュアルを作成したうえで模擬的な視

覚障害者向け講習会を実施し，教育方法の評価と改善

をおこなうことを第 1の目的とした。また，触覚的手

がかりを利用した視覚障害者向けインタフェースを提

案し，その評価と改善をおこなうことを第 2の目的と

した。 

 

２．視覚障害者向け講習会の成果の概要 

 タッチスクリーン端末の視覚障害者向け講習会を開

催するための準備として，事前に簡易マニュアルの作

成と支援者の養成をおこなった。なお，本講習会では

スクリーンリーダを利用して操作する全盲者を主な対

象とした。 

 本講習会の参加者は，視覚障害のある受講者(12名)

と支援者(8名)，講師(1名)であった。受講者の脇に支

援者が配置された。講習事項は次のようになる。 

・端末についての解説と電源の on/off 

・アクセシビリティ機能の設定方法 

・スクリーンリーダ（VoiceOver）使用時のジェスチャ

練習 

・その他，各参加者が興味を持つアプリケーション（ブ

ラウザなど）の使い方。 

 本講習会修了後に，受講者及び支援者にアンケート

調査を実施し，次のような全盲者向け講習会のための

改善指針を策定した。 

 受講者 1名に対して，なるべく支援者が 1名は付

けられるようにすること 

 ジェスチャは掌をなぞって伝達すること 

 スクリーンリーダの音声に集中しにくくなるの

を防ぐため，イヤホンを導入すること 

 操作可能領域を具体化するために，スクリーンの

枠部分などを触って分かるようにすること 

 画面の説明の際，マニュアルのほかに補助として

立体コピーを用いて画面に表示されるオブジェ

クトを触れるようにすること 

 今後は以上の改善指針を視覚障害教育や支援の実践

の場で活用していく。 

 

３．視覚障害者向けインタフェース提案の成果の概要 

 スクリーンリーダを使用している状況下において，

視覚障害者にとって押しやすいボタンのサイズや配置

場所を調べるための評価実験をおこなった。9種類の

サイズ・形状のボタンを用意し，ダブルタップ，スプ

リットタップ，フリックで選択後にダブルタップする

という３種類の入力方法により押下する課題を実施し

た。 

 実験の結果，次のようなことがわかった。ダブルタ

ップ・スプリットタップ共にボタンサイズが大きくな

ると，ボタンの探索時間が減少する傾向にあった。特

に，ダブルタップ・スプリットタップの際に，8mmの

ボタンでは 20〜30秒程度かかっていた一方で，12mm

のボタンでは 10〜20秒程度に減少した。ただし，16mm

のボタンでは概ね 10〜15秒程度であった。フリックの

場合はボタンサイズの影響はなかった。ボタンの提示

場所ごとの探索時間について，ダブルタップ・スプリ

ットタップの場合，左上・中央部での探索時間が短い
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一方で，特に右上側で探索時間が長くなった。 

 以上の結果から，（１）右側にあまりボタンを配置し

ない，（２）操作時間の短縮のためボタンサイズは可能

な限り大きくするという視覚障害者向けインタフェー

スのガイドラインが導かれた。 

 今後は得られた視覚障害者向けインタフェースのガ

イドラインを実際のアプリケーション等の開発に利用

していく。 
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